
［標準様式例6-2］
　【　　工　事　　】

契約変更年月日 令和7年3月17日

契 約 業 者 名 株式会社内田組

契約業者の住所 茨城県古河市旭町二丁目２０番４号

工 事 の 名 称 Ｒ５圏央道利根川護岸その２工事（第２回変更）

工 事 場 所 茨城県猿島郡境町塚崎地先

工 事 種 別 一般土木工事

　河川土工　　　　　　　　　　１式

　矢板護岸工　　　　　　　　　１式

工 事 概 要 　法覆護岸工　　　　　　　　　１式

（変更した内容に 　根固め工　　　　　　　　　　１式

ついて記述する） 　排水構造物工　　　　　　　　１式

　付帯道路工　　　　　　　　　１式

　構造物撤去工　　　　　　　　１式

　仮設工　　　　　　　　　　　１式

工 期 （ 自 ） 令和5年9月20日

工 期 （ 至 ） 令和7年3月31日

契約前の変更金額 ¥88,330,000

変 更 金 額 増 ¥63,690,000

変更後の契約金額 ¥152,020,000

変 更 理 由

（第２回・最終）契約変更の内容

１．河川土工、法覆護岸工
　　関係機関協議の結果、河川土工、法覆護岸工を増工する。

２．矢板護岸工
　　現地調査の結果、通常打設が困難であり、ウォータージェットを併
用する必要が生じたため、矢板護岸工を増工する。

３．根固め工
　　工事一時中止に伴い、製作済み材料を一時保管する必要が生じたた
め、根固めブロック工を増工する。

４．排水構造物工



※　（第○回、最終）は、途中変更契約の場合は「第○回」に○印をつけ変更の回数を
　　　記入する。最終変更の場合は「最終」に○印をつける。

４．排水構造物工
　　詳細設計の引渡しにより、油水分離桝を整備する必要が生じたた
め、排水構造物工を追加する。

５．付帯道路工、構造物撤去工
　　現地調査の結果、天端道路を復旧する延長が変更となったため、付
帯道路工、構造物撤去工を増工する。

６．仮設工
　　（１）工事用道路工
　　現地調査の結果、施工箇所への進入のため、作業ヤードを整備する
必要が生じたため、作業ヤード工を追加する。
　　（２）簡易的措置工
　　工事一時中止に伴い、出水期間の法面補強簡易措置をおこなう必要
が生じたため、簡易的措置を追加する。
　　（３）交通管理工
　　数量精査の結果、交通誘導警備員を増工する。

７．共通仮設費
現地調査の結果、施工箇所への進入のため、作業ヤードを整備する必要
が生じたため、運搬費を追加する。

８．工期延長等に伴う現場維持費
　　現地調査の結果、既設堤防沈下に伴い、修正設計が必要となり、一
時中止をおこなったため、工期延長等に伴う現場維持費を追加する。

９．業務委託料
　　現地調査の結果、既設堤防沈下に伴い修正設計が必要となったた
め、修正設計の費用として業務委託料を追加する。

１０．工期
　　工期は元設計のとおりとする。


